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1 はじめに

　子育てに関する時代の変化を知り ，』そ翻ζ対処すると

いうことは，児童育成ε・母子福祉等の関係煮が希求して

いるところであるが，』．なかなか出来にぐいこ亡である6

今まで多くの臨床家が乳、児童相談とか△教育相談の窓口

において経験的にそれを知って来たようである。ところ

がダ 近年電話と嚇う生活器材が悪導に普及しダ各家庭に

おいて，これが重要なコミ晶そケト〒ゴシゴンの道具として

用いちれるようになってきた。1・そこで当然ながら’・人問

関係の様相が変化して、ぐ惹ごとになる。すなわちレ近年

の寒庭生活の地縁， L血縁の稀薄化にかがわゴて・』孤立し

がちの親からの情報交換に電話が利用，ざれる1ことの意義

が深まうてくるのである隻電話による各種相談が盛んに

なって来たことも，このような事惰によ るものであろう。

　われわれが今回この電話相談の研穽牽行うζξ軽．なっ

た理串は，摩生省の構尾前母子福祉課畢の示唆によるも

のであった9つまり・ ・黙の孤立化ぽき螺町お㌧’

て調貿どもが自勉樋づけを明畔出来にくくな
ってい趣況が・この電舗談の利用状沈を駆葬と

幣つマ潮らかに純てくるのでFま尽いか嗜躰と
そこから耗しい時代へ璽簗化を推馴す灸こ出歩出堺ζか

も知れなし1という期待聾まれてくる捌で奔る・拠

われの古うな臨床相談糞費なっている者にとマて，軍謡

による相謙どは涙の樋する相麹勤騨得ら撤
いものという鋤を麟てい煙であ雛4餌興

臨麟璽利賭が噸，してい鰍況を樋匂、弗を

弾て調坤鰭と嫉賦していこうとll甥寧
も奉魚タサであるσ令日り研究は，とりあえず，東京都

内の代表的な電話相談実施機関を訪間し，資料をあつめ，

その状況をま どめることとなった。へ　　　　』 ン概

1近二丼目乙㌧的）』・ 』” ”・L
’一

を一』嫉 　F∴11㌧
　　　　　　　　　 一rr・ 　　　｝そ1 1 ；r　li7「

　現代社会では，電話の普及年ともない， 」身辺における

rさまざまな間題をレ子どもかち老人にいたるまで≧電話

相談を行5ている機関に相談する傾向が高まりうづある乙

　子育ての面かちみて、も育兜土1に於けるさまざまな問零

（例えぱ，鯉康面乳育て方舜遊び，発達ひ教育場面に於け

る問題）・などにっいてrも電話‘ごよる相談で問題を解決し

よう・とする傾向が多くなろズぎたεそれにともない劉近

年公的機関に於ても電謡相課Φ必要性ダ有効性ゑ考慮・し，

その活動の中にとりいれるような努力がみられるよう忙

蜘てきて幡δ”舶r』1『猷’応㌦
：＞

ll緯
ご電話櫓談潮♪ごめまづ、に広ぐ普茂しド育児上め悩みを．

解決する手段とし七多ぐあ毒親に利甫きれ七し熔ε聡ら‘

砧がぢ縄翻緬醗を分析舜ごとにょ弊卸
め母競ら華どあまうなことで悩疹巽どあよ うなと・どに不

舞即之い馳≒防難麺げづることが朧醗
ると考え，その背景にある挺会的文死的条件及びび親ギ

関係について検討し，今後の弔ξも甲磐舎育成の些堕，こ

役立てていきたいと思う。
　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　．

1き

皿方函、黛 昌ぐ，』窒

　現在，実際に母親の育兜玉の悩みにっ“七の電話栖談し

を単行女6る公的機齢州・r・』・都立壁轍吻
ダー，都立教育研究所，警視庄少年相談室」 私卒機臨i報

か所……舛靭叶ビ奴エンゼル11幡渉ち醜
110 番）を調査対象として選んだ。　1』』r 　

〔＞1

麟蹴訪れ，電翻談躾際魍当してい綿勘

ウ獅醜脚内脚相麟』鯵晦華
親像などについて意見を聞く とともに，各機関の相談1こ
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関する統計的資料を参考にし，社会文化的条件，及び親

子関係について比較検討した。

〔各機関に於ける相談内容〕

（11都立児童相談センター

　相談内容については表1，表2，参照のこと。

　④乳幼児から小，中，高校生に関する幅広い相談が寄

せられているが，3才未満児が約40彩を占めている。こ

のことは・子育ての初期の育児不安による電話相談の利

用の多いことを示している。

　◎相談の中では，性格行動に関する相談が最も多く，

つづいて保健に関するものが多い。保健に関する相談と，

性格行動に関する相談が多いということは子育てをして

いく上で，子どもの身体面にあらわれるくせや体の病気

など，身近な現象であるため気になり，多く相談され

るものと思われる。

　㊦養護相談に関して，電話相談では2，4％とわずかで

はあるが，窓口相談では20％を占めるとのことである。

これは，実際に子どもに会い詳しい事情を聞いた上で相

談する必要があるためである。

　◎相談をしてくるのは，母親からが最も多く86％，祖

父母，知人からは6．7％，父親2，6彩，子どもから4彩

となっているとのことである。

（2） 都立教育研究所

　④表3で明らかなように・小，中，高鮫生に関する相談が

80％以上を占めている。これは教育関係機関という教育
研究所の性格上当然のことといえよう。

◎衷4の相談内容をみると，登校指否参最も多く，非

行・同傾向・学校選択とっづく，又，、学校，教師との関

係の相談もあり，教育関係の機関が行っている相談の特

徴をあらわしているといえよう。

表3　年令別受理状況

年　令 件　数 比　率

就　学　前 120件 5．3％

小1～3年
206

9．2

小4～6年
219

9．7

中　学　生 611
27．2

高　校　生 873
38．9

他 179
8．0

不　　　　明 39
1．7

計 2247件 100％
（東京都立教育研究所，相談部　昭和56年度教育相談事

業概況による）

表1．年令別受硬状況

小学校

低学年
小学校

高学年

表2　内容別受理状況

障　害　59
性格行動2372

　　　184
　　　518

1．1

43．1

3．3

9．4

　（東京都児童相談所事業概要昭和56年版による）

養　　護…家庭内で児童の養育が困難になった相談

発　　達…知能，言語，身体等の発達相談

保健…食事，睡眠，排泄，疾患等の相談

障　　害…肢体不自由，精神薄弱，重症心身障害等の相

　　　談
性格行動…夜尿，習癖，わがまま，乱暴，不安感等マの性

　　　格，行動の相談
非　　行…窃盗，傷害，不良交友，怠学，薬物等の相談

適　　性…学習，進学，就職などの相談

照　　会…社会教育団体，児童福祉施設等の内容や所在

　　　地などの相談
法律問題…児童福祉に関する法律，規則や各種手当，年

　　　金など諸制度について

　表4　主訴別割合

内　　容 件　数 比　率

登校拒否 563件 25．1％

非行，同傾向
186

8．3

学校選択
163

7．3

しつけ，育て方
134

5．9

学校，教師との関係 119
5．3

転　　校
108

4．8　

進　　路
94

4．2

集団不適応㈱※
go 410

学業不振
75

3．3

神経症，同疑
52

2．3

その他
663

29．5

計 2247件 100％
※内気，消極的，孤立，友だちにいじめられる。
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（3）警視庁少年相談室（ヤングテレホン）

　④表5より，く親からの相談は， ・、1位がじっげに関する

ものであり，非行，家出，被書，異性とつづい之噺、る，

1位のしつけに関するものが多いということは，．非行に

発展していく可能性が考えられ，親が不安にな；り1，』相談

することが多いと思われる。　 一
』『 　　　 ∫1、ン

◎子どもからの相談は，小学生からは交友に関するも

の，中学生からは異性に関するもの，、高校性からは性に

関するもの 財と成長にともなって変化している。

　㊦子どもからの相談は70％を占め，・親からの相談は30

％とのことである・。”』

（4γ．1ダイヤル110番（エンゼル110番，赤ち“ん110番）
r＼

談内容に内容については，表6，図τ，r図2， 図3

を参照のごと。

④相談のあった子どもの年令は，，0尋6才までの中で

0才時代が最も多く，なかでも3ケ月頃までの相談が多

いということである。

　◎相談内容では，赤ちφん110番という性質から，1

位は，か らだに関するもの， 刻立はたべものに関するこ

と， 3番目は， こころの問題とド情緒面1ζ関する相談が

ででぎている6・子育てをしていく上で最も初期の不安の

あらわれと思われる相談内容であるび’
、

二㊦利用者の家族数も3人と いう家族がa1．・7％もあ0，

よき相談相手として電話相談を利用するゆであろ、う。一F

　◎電話をかけてきた動機ξしでド干今すぐ詳しく聞き

た聾 、」、が約50％を占めるる 、身近にすぐ相談できる人が少

なく．なづ ていることと， ・電話相談の即時性が， ．あらわれ

ていると思われる。．

W　結果及び考察

、電話を用いて，・子育てについてさまざまな相談が寄せ

られ， 、各機関に於て， それぞれ特徴のある相談内容がみ

　　　 『♪nこ＝礼 P』　　2 、、ン D
　’裟5－ 、少年㌧成人別相談内容　　 ．、r

r＿
（

られる。このように電話による相談が多く利用されるよ

うになった背景にはどのような要因があるのだろうか，

また，その内容を穣討す為雪ζ鱗タ玲，、糧テ開係曝どの

ような状態を呈して〔・るかを探ることができると考え，

相談カウ痂一の鱗勢解し璽レ’ぐ駄

表6赤ちや槻轡鯉談畷、、

内　　磨容亡 ㌦ジ郭 1比1』』・、率

か　　ら　 ドだ職 11蝕2％
た　べ1 庵 講φ』・淫、 24，81鞠　

導　　ζ
』1

1ぢ 塊
・紫：加』

し　　っ’ ρ』 意 募615』

生　活　環㌔ 境．ひ 』』 ④7

保　　　　’』健1．二・ ｝ゾ4，7

からだの発達 4．4

こ　ころの発達礁 ：11ド8　』

社　陀　会　　性 1．3

お母さん自身の問題
．」…』lr＝1・誓10』9∵

他’の、．』機関へ
　　占　　■巨「

：そ一 　の　　他
，　　＝　r、■

4，9

一ζ

　計 ” 訊冷』100％協 ン

（1979年度 保育白書による）』∵
i冒身∋』、

一

＝
」ぞ

1』 もll．

．．、、

からだ　し）きんで顔を赤くす喬，しゃっく〃をする｝
リ

　　　ゲップがで挙転、，ねる時頭に汗砦力）く

　　、 聯ぎみ・ ㎞は⑳の時撰髄錐丸党・
　　　llらせもの予防，歯がまギ麟客な恥鮎　

、奏．．≦虫賢さ雛， 鰻ξ¢鎖て1』タ稗 や
　　　惚召 リ疫鱗猶鱈．込、、

、、

たべもの（授乳のさせ方1離乳食の進め方，食品の与え

　　　　方など）

こころ（夜泣き詣しゃ遡、騨的・甘攣1乳勘し
　　　ゃくなど）　　　　　　．、 i、・ L，．、

）は％
・κオト（56奪度中ン

、衣O　　ソ峠，脳ノ、　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　ノ ｝

て・頓目 少 1年 成　　　　♂ “人』

r小学生 中 学生 1高 校生ゾーその他 子どもの乙と 目分のこ．と・ ∫謝の他

”11 交友（25．7） 異性（27．3） 性（26．6）〆 N性（21．0）
しPけ．（36．4） 異性

〈1141・O、奥商V恰冠 ぐ35．9）

2 異性（22，0） 交友（23．0） 異性（21』2）1 裏性（15．9） 非行忙（18』8） 性（11．8）1 』家庭斯 1（亨弄7・〉…

3 健康（11，7） 性　（9，7） 交友（舗）、 健康（7，、8） 家出 、・
5．2） 家庭（10，14） 捷康　 獄鷲

4く 学業（1ゴ、O） 学業 く8．1） 、健康」（ε11昇 仕事（7”ユ
）’r 被害　（5』1） 被害（10．0）

鷹問・、、∫．短．が

5乱 質問（7．0） 健康rく715） 学業（6ゴ＞ 魅格（6，9） 異性　（4．9）
洩事（9．oン 巽性『』一（5，6）

その他 ・（22，6） （2414） ㌧（2＆6）1 　（41．3） （29．6） （44，7） （35．9）

乙…計〆 100％』 100％r 100％ 100％ 100％ 100疹 100％

・、 ン受警椀菌訪犯部少年第一課rヤングテレホシ士一ナー」昭和57年発行による〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一169一
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図1　赤ちゃん110番利用者の家族数

5人以上

4人

　　　（単位：％》
その他

図2赤ちゃん110番利用者の子どもの属性

。赤ちゃん110番利用者

　　　　　　　第1子

3人

・全国出生率

　　　第1子

　　　（単位＝彩〉

　　　　第4子以上
　　　　第2子Lo
　”　．　第3

第2子

18，8

　1．41

第4子以上

第3子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．4
王976年度厚生省統計情報部人自動態統計課調べ

　図3　電話をかけてきた動機

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：彩）　　顔が見えず　　　その他
　　　　無料だから

　　　　　　2．4

譲鱗騨、．，，

1　電話相談を利用する母親をとりまく環境

　要因

　①地域社会

　現在では，祖父母との同居家族が減少し，両親と子ど

もという核家族がふえている。そのため祖父母から教え

てもらうという家庭内のたての関係にはたよれなくなっ

ている。そのような状態から地域社会などの横のっなが

りが必要になってくるのであるが，父親の職業上の問題

である転勤などにより，地域に根づきにく く，育児に関

しての相談相手も求めにくくなってきている。又，児童

館，児童遊園などの社会資源の活用も不得手である場合，

母親は家庭にとじこもることになりがちであり，近所づ

きあいもできにくく，育児に関して一人で悩み，不安な

状態ですごすことになる。

　②家庭

　核家族化にともない，最も身近な相談相手である父親

に育児に関しての協力を求めても，実際に仕事が忙がし

く，時間的余裕がないため，協力できない場合がある。

又，仕事が忙がしいなどを理由にし，育児は・「母親の仕

事」と拒否されたり，母親の要求するような協力を得ら

れなかったりするために，母親は，非常に不満，孤立感

をもち，母親だけに育児に関して多くの負担がかかり，

自分だけが，育児をになわされているという感じをもっ

てしまいがちである。実際に父親がいながら父親不在の

状況を呈することになるのである。又，親戚づき合いも

少なくなってきている現在，母親は，身近かに相談棺手

を見出すことができにくくなっている。

　③居住環境

　現在の居住条件は，他の生活条件は改善されてきてい

るが，特に都市地域では，非常に悪くなっている。中で

も居住空間のせまさは大きな問題である。またマンショ

ンなどの集合住宅が多くなり，となり近所に気がねしな

がらせまい空間で生活しなければならなくなうている。

家の周辺の理境も悪く，交通事故の危険のあるぜまい道

路で遊ばせなければならないなど，母親は育児中にう け

るストレスがたかまり，心身ともに疲れやすい状態にな

ると考えられる。

・④憎報の過多

　現在，育児に関する育児書は数多くださ れ，マスワミ

からも育児情報を得ることが可能になっているものの，

今現在1自分の子どもに関して生じたさまざまな問題に

即した有効な情報を得ることがなかなかむずかしく，情

報や知識にひきまわされてしまい， かえって不安を増し
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亡しまうことが多くみぢれるる

　 2　母親の内面的商題r

　　　　　　　　　　　、㌔・「滅一；

（1） 母親どしての役割の欠如11、・い1』11』』さ　r詠 ・・』』・

　育児をしせ“く上セ母親どじ亡φ役割をヂ分果ぜなC・

場合が多くみられる。㌧その母親の状態をみると評ろぎめ

ようなことがあげられる。“ 1トト＼ロ
1洞島） 』』

∵』鵯：

　Fの母親自身の要求の多様化』

　生活水牽が向上じド生活に余裕がでぞくると乏もに♪
母親の要求が多擦花し， 育児嶺蒙事庭めみ縛らう砂ぢれ

るのではなく』r自分の時間が持ぢだいゴ「自分め能ガを

いかしたいゴ「社会的に活躍しだい」などゐ要求が輝亡く

お1それ書碗轡育兜を麺菅負担晦嚇う書と
なる。1その繕果，’子どもに寄りそづていなければならな

い時期に早ぐ手放したがる損向がみぢ乳る」ぢまり育児

を放任あるいは放棄してじ去う1ごどになるめ云ある。

　⑨子どむとの分離不安』気　航1』♪一

　一方では母親の方が子離れできず∫子ど6あ商題に必

要以上に介入したがうたり，芋どもの世話をわぎ壷ぎる

ことが多く，目立心を養うことをさまたげている場合が

ある。 　　　　　・甜デ
二二1 偶）ご藁砦父砕倶涌　」

　㊦母親の未成熟
し母親が未成熟なたあ， 子どもが自分め思い一どうり忙宏

らないとイライラじセ親の感情のみで叱イてじ棄づ蕩谷

がある。また‘方では育児に対ずる自信が欠姐じセ‘、

畜だめ1卜叱1るこどもぞぎなくならぞきで（端石らま1ゆ，

じっδ， 統制ずるごとがゼぎ巷“あ一ざある。とれほ奪令

が高い子どもめ場合にば r物簿がφが悪い親」・と患われ

て』子どもから拒杏され畜めでばな“かと惑れるためで

あ・り鉛又瞳く叱ることによづ亡ジ子どもが非行にはじづ

だ貌二・家出したリデ自殺 したりずることを恐れているの

ではないだろうか5
じ◎母性本能あ欠如畑㌃『r

島毎性的養育能ガにかθ右。 づまわ1 育児を義務的に行

う孝夢1す，一見親子関係が密着しているように見孝てむ

爽に受容してなぐ，親子の心理的炎流がむそなぐなみて．

いる。』 ㍗　　　　 ∫1㌧一 ＝　1』1、｛1一　一 ㌘ぢ

②’！母親の社会的未熟さ　　　　　 1∴△り
『 1』』1・』昏

　以上のべた繕果とも思われるが， 母窺と子どもに関じ

て次のような社会的未熟さがみられる。

　④母子ともに耐性の欠如　　　　　 ンil　llヒ安ト

　・母子ともに欲求不満に対する忍耐度が弱く・少しでも

、欲莱がみだざれないとネ溝をも ろ党わ，挫折感を惹づよ

タ老巷るら涙 顎 』∴」・

　で（うf也人に対ずる思いや1りFこかけ一る』，，～℃一⊃ヤら≦ご涙，トレr廃

　相手の立場にだづ「て考えるむどができ類㌧ぎ試全て自1己｝

中心的にぶ畜まっだび詠弱いものい・じめをしだりする5

動植物の犬切ざや薪人間の生命を大切掲ずぞ気持に欠け

る6『㌧こ㌃霞戸零こ∵1』溺空ア・〔：誹ン』露㌦‘践況・・

　㊦母親の道徳意識の欠如『』二 』培．船冨［1所ζ詩輔ヤ ド）

∫母親自身が募礼儀や道律や，・社余規範を自ら守、り1叡予

どもに教えり守らぜる孝と第§でぎな／い。ノタ・1♪汎1 で』芸“　

　◎自分のおかれだ暖擁に対ずる不満（直二 頭1 1“ぐ参

シ自分のおかれた環壌に不満を壱うだけでヂ環境改善め

努力もせずドまた与庵ぢれだ環屡に適応 ざせOい1く一φ

でもなぐ．，5理想的環境のみ追い球めすぎでいる5 貿灰ヒ♪二

　3’マ電話相談の長所，ウ短所∵ 烈♂憾格畜1 ・ノギδ

・・似上のよ強結畢がら考騨検討胱結郷電謙よ1

る相談の長所，短所をみると次のよう・になる｝ボ：） 一封工．1、、

Uγ〆電話相談め長所。a』’1彊』㌧’』士、ゴ㌧呂』1．．窺〔幡

　④いづでも話じたい時に評似に知られず‘と相談でぎ

るh』 1ヂ
1
：』ネ』『C 爪＞ハ1 尋嵐》r ノ ㌦　1・ピ戯蔦い

　』 ◎個別的に有効な情報誉得ることができるず二～工過㌘

C㊦自分の行らでし、る方法畜ごどがぢの適否を確認じ滝

り・問題点を明確にしたり夕ぐ剃とによら で〆心理的県

証を得る乙どがでぎる6トト洋払オ謂1ジk群‘：1 詠峡 』，鮎1

・・’◎一時的どはいえぐ！母親に安心感を与えぞどとも・に，・♪

“種の安全弁どじで機能を果ずこと「が可能である膨肱蓼

｛『 顔がみえない1ど同時に名前をあがさずに相談でぎ唇

ので，愚痴や家庭内のもめとtど，・1教晒との トプブル』レど

なり近所、どのヒト・デブル癖ど言ケごどができ，”liしか壱自

分の言ったζとの責任を後になっでどる必要も’ないφ酋

ガタ、ルシズの手段どしでも有効である6rrト．r槍：㌔ こ泌訴億・

②び電話相談の短所い．誠で≧．嘘 1汽一 膏ぎ：1飾＝）illiδ 獣・

㌔二 カ、ウ・薯セヴ弓に3は，1問題処理の結果がブ〆畜ドパタ

グされるごと力考少なく罫結果がダ’1わがらない謹ノ・臓『1、

い◎実際に子どもをみ忽い1な、．・ので，。母親の述べ畜内容

だけで判断しなゆればなぢなかづ・た り・，母親め感情匿ぴ

ぎまわ志れて， ・冷静な対応をするごとがむずか じくン・守・

どもについての客観的籾断をす、蓉ごとが困難であ：る藁絵箒

き㊦本質的原菌に対処すぞことがでぎ1ごく、く・繋表面的誉

対策に終始せざるをえないも’砿：西＝1一瓶で 『』r胤㌘逗巽ゴニ

　　　　　　　　　　　　　　　、ゴ・㌧ 弓『’　．．♪r　J『ーシ’マ’

　・匹4・ ン電話相談からみ・られる親子関係遜－・託

　 τ㌧㌧果．・ ’、 1乳 ぐ奏r恐・ 11［』・ 　～1二』1こ二『琴ir簿1くド

1以上あげた各機関の電話相談をどうじで〆現代の親子旨

関係がどのような状態を量しているが1一；が拶り明確に把1、、
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握することができるように思われる。そこでその内容を

分析し，検討を加えた結果，っぎのように考えられる。

　①祖父母との同居がへり，核家族化し，地域社会との

つながりがうすくなっているため，生活全般に関する文

化の伝承が少なくなり，当然のことながら，育児に関し

ても親からうけつがれることが少なくなってきている。

たとえ受けつ ぐ機会があっても現代の親達は，古い文化

を遠ざけようとし，自分の両親や祖父母のしてきたこと

を今の時代にあわないと反撮し，うけつごうとしない。

そめため，マスコミや育児書からの知識にのみにひきま

わされて，かえって育児に対する不安をつのらせること

になるのである。そこで母親は積極的に地域社会に参加

することが必要であり，電話を通じて社会との連帯感を

もつような指導が必要である。、現に電話相談をした中よ

り3才児を対象にして，子どもを集め，遊ばせて，同時

に母親達輝話し合う場を設けて，母親達が問題を解決し，

成功している例もある。

　②現代では女性も高学歴になり，社会参加をする機会

がふえ，職業に従箏する親が多くなってきたため，子育

てを母親だけにまかせておけなくなり，実際に無視して

遍ることは不可能になってきている。職業と育児を両立

させるためにも，保育所の増設，保育時問の延長などが

考えられなければな らなも、・。

　③親と子の社会的未熟さ（酎性のなさ，自己中心性）

などについては，電話だけで問題解決することは，なか

なか困難ではあるが，電話を通じて具体的に指導するこ

とによって，今現在おこっている問題を解決する手助け

をすることは可能であろう。

　④電話相談によせられる相談内容は，子どもの年令と

ともに変化してくるが，年令が高くなってからの主な相

談である登校拒否，非行，しつけ，性格行動などは，乳

幼時期の親子関係，育て方などが，深く関係しているの

ではないかと思われる。現在では，核家族が多く，子ど

もの人数も少なく ，子どもの扱いは過保護になってしま

いがちである。一方では，母親が職業をもったり，自分

の生活を大切にするため，乳幼時期から子どもを放任し

て育てている場合も多い。又，社会の変化のはげしさな

ど親が今まで経験してきたものと異なり，現在の子ども

を賓りまく環境にとまどい，自信を喪失してしまい，子

どもをどのように扱ってよい々の判断ができなくなって

きているのである。そのためにも基本的な親子関係やし

つけなど，子どもが小さいうちから注意していかねばな

らない問題である。そこで電話相談を通して乳幼児期の

養育に関する適切な助言をしていく事が，大きくなって

から生じてくる問題の予防にも役立つといえる。

　⑤家事労働の合理化や，生活水準が向上してくるとと

もに，母親は家庭内にとどまりたがらなくなり，講演会

やレジャーやスポーツなどに時問をさくよ・うになってき

ている。このような傾向から，母親は子育てから早く脱

却しようとし，母親の役割を十分に果せず，子どもと情

緒的に安定した関係をもちにくくなってきている。適切

な時期に子離れすること1‡，子どもが依存から自立へと

移行していくためには必要なことではあるが，子離れす

ることは放任することとはちがい，子どもの依存したい

気持を充分にうけいれた上で除々に自立させる方向に導

いていくなど，母親の役割を果すことが必要なのである。

このような問題については，電話相談に於て，子どもの

発達段階を具体的に説明し，段階に応じた扱いなど助言

してやうことによって解決していく箏ができるであろう。

　⑥子ども自身からの相談もふえつつあるが，これは，

子どもの友達関係が希薄になり，話し合える友達が身近

にいないことと，同時に母親が不在な家庭が多く，又核

家族がふえたこと及び兄弟も少なく，相談にのってくれ

るような教師も少なく，話し相手を求めたり，悩みや不

安を訴えて相談しようとするのである。

5　電話相談の今後の問題点

　①電話をかける人がわかりやすいように各機関の専門

分野を公表することができれば，被相談者にとっては電

話相談をより有効に利用できると思われる。

　②お互いに各機関の特徴などを把握し，連絡を密にレ，

相談内容に適した専門機関を紹介し合うことにより，律

相談者に，より適切な相談を与えることが可能であろう。

　③子どもに障害がある場合などでは，電話による親の

言葉だけでは解決策を与えることはむずかしく，各専門

機関で実際にみてもらうことが必要になってくるであろ

う。

　④母親自身にシリァスな欠陥がある場合は，訪問指導

などを並行して行なうことにより，効果が上がると思わ

れる。

　⑤電話格談を子どもの健全育成のためにより有効に用

いるためには，子どもの発達を理解し，母親の気持を畳

容した上で，適切な助言を与えることができるカウンセ

ラーを養成し，配置することが大切である。

V　おわりに

　現在ほとんどの家庭に電話は設置されており，母親が

育児についての不安をもった時，即時的に相談できると
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いう点からも，今後更に普及していくものと思われる。

そこで，より有効的な電話相談の方法，及び現在ふえつ

つある子ども自身からの電話相談などについて今後更に

検討を加えてみたいと思うている。

　なお本研究に際して，御協力いただきました厚生省の

横尾前母子福祉課長，都立児童相談センター，都立教育

研究所1警視庁少年相談室，ダイヤルサービスの担当相

談員の方々に感謝の意を表します。
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